
2008 １０�������

● 市制施行５５周年に寄せて ･･････････････ 2

● 市制施行５５周年記念式典 ･･････････････ 3

● 写真で見る５５年 ･･････････････････ 4 ～ 7

● 出かけてみよう ････････････････････ 8 ～ 9

● ハート・バリアフリー ･････････････････ 10

● インフォメーション・プラス ･･････ 11 ～ 13

● インフォメーション ･･････････････ 14 ～ 18

● まちのイベント ･･･････････････････････ 19

● あんしんファイル ････････････････ 20 ～ 21

●　 レッツ！介護予防 ･････････････････････ 22

● まちかどピンナップ /

　　　　　　　ソナ・チャン・イヤギ ･･･････ 23

● 若者の定住化に向けて／人口 ･･･････････ 24

No.1364

平成２０年１０月号

倉吉市制５５周年

　見事！子どもたちの大舞台
　　　　　第２３回　倉吉せきがね里見まつり
　「倉吉せきがね里見まつり」（今年は９月7日（日）開催）は、滝沢馬琴作「南

総里見八犬伝」のモデルといわれる安
あ わ の く に

房国館山（千葉県館山市）の城主「里見

忠義」公の終えんの地である倉吉市で、里見家ゆかりの人々を全国から招

き、忠義公とその忠臣たちをしのび、弔う伝統のまつりです。

　このまつりの「トリ」を飾るのが、子供歌舞伎です。出演する子どもたち

はこの日のために、関金子供歌舞伎保存会の指導を受け、夏休みを返上し

て猛練習しました。その甲
か い

斐あって、当日は山守小学校体育館のステージ

を舞台に、堂々とした立派な演技で客席を沸かせていました。

～今年、倉吉市は市制５５周年を迎えます～

▲市制５５周年記念ロゴマーク

　ひらがなの「くらよし」と「５５」を表す５つの頂点を持つ星
で、きらめく５５年間と、ともに手を携えて、輝かしい未来
へ伸びゆく倉吉市民を表現しています。
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市
制
施
行
55
周
年
に
寄
せ
て 倉吉市長　長谷川　稔

元気！再発進くらよし

倉吉市議会議長　段塚　廣文

「新中核都市」の実現を目指して

吉
市
市
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
倉
吉
市
議
会
を
代
表
し
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

倉
吉
市
は
昭
和
28
年
、
町
村
合
併
促
進
法

施
行
に
よ
り
全
国
的
に
推
進
さ
れ
た
昭
和
の

町
村
大
合
併
の
中
で
、
当
時
の
倉
吉
町
、
上

井
町
、
西
郷
村
、
上
北
条
村
、
社
村
、
北
谷

村
、
高
城
村
、
上
小
鴨
村
、
そ
し
て
灘
手
村

の
一
部
が
手
を
携
え
、
人
口
４
９
，
６
７
７

人
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　

以
来
、
県
中
部
の
要
と
し
て
、
新
し
い
都

市
建
設
の
意
欲
に
燃
え
、
歴
代
市
長
を
先
頭

に
本
日
ま
で
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
市
政
発

展
の
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね
、

多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
今
日
の
倉
吉
市

を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
広
域
的
な
行
政
需
要
の
拡
大
な

ど
持
続
可
能
な
行
政
が
求
め
ら
れ
る
中
、
平

成
の
大
合
併
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
３
月

に
関
金
町
と
の
合
併
を
果
た
し
新
た
な
倉
吉

市
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
合
併
後
、
本
市
が
県
中
部
の

政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
の
中
心
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す「
新
中
核
都
市
」の
実
現
を

め
ざ
し
、
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

合
併
後
３
年
が
経
過
し
た
今
、
私
た
ち

は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
経
済

情
勢
な
ど
、
か
つ
て
先
人
た
ち
が
経
験
し

た
も
の
と
異
な
っ
た
厳
し
い
試
練
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越

え
て
、
世
代
か
ら
世
代
へ
受
け
継
が
れ
て

い
く
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

中
部
地
区
全
体
の
発
展
を
願
い
、
明
日
の

倉
吉
市
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開
い
て
い

く
こ
と
こ
そ
、
現
代
に
生
き
る
も
の
の
責

務
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
、
更
な
る
機
能
の
充
実
を

図
る
た
め
議
会
改
革
に
取
り
組
む
な
ど
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
の
限
り
な
い
市
政
の
繁

栄
と
市
民
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

倉 昭
和
28
年
を
起
点
に
、
市
制
施
行
55
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
倉
吉
市
が
歩
ん
で

き
た
足
跡
を
振
り
返
る
と
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
参
画
と
協
力
に
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
先
日
、
久
米
ケ
原
台
地

に
入
植
、
開
墾
さ
れ
た
人
た
ち
の
お
話
で
、

最
初
に
知
っ
た
役
所
窓
口
は
、
地
方
事
務
所

開
拓
課
で
あ
っ
た
と
聞
き
、
全
て
が
未
整
備

だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
大
合
併
で
、
本
市
で
は
当
時
の
倉

吉
町
を
、
上
井
町
を
は
じ
め
周
辺
の
９
町
村

が
取
り
囲
む
現
在
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
間
、田
園
都
市
構
想
に
始
ま
り
、「
水

と
緑
と
文
化
の
ま
ち
」
そ
し
て
、
今
、
県
中

央
の
中
核
都
市
建
設
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
脈
々
と
３
Ｐ
、
哲
学
の
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
、
詩
情
の
ポ
エ
ム
、
そ
し
て
開
拓

精
神
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
金
田
元
鳥
取
市
長
の
回
顧
録
、

「
夢
は
遠
く
に
あ
れ
ど
」の
中
に
も
、
今
で
は

全
国
有
数
の
営
農
団
地
で
あ
る
久
米
ケ
原
の

造
成
も
反
対
も
強
く
、
至
難
の
末
に
完
成
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
高
度
成
長
期

を
経
て
、あ
る
い
は
地
方
か
ら
の
人
口
流
出
、

地
域
格
差
が
如
実
に
現
わ
れ
、
財
政
運
営
も

厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
分
権
と
自
立
を
目
指

す
道
と
し
て
、本
市
は
無
理
の
な
い
な
か
で
、

関
金
町
と
の
合
併
を
実
現
し
、
新
生
倉
吉
市

と
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
と
厚
み
を
増
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
も
南
総
里
見
忠
義
公
の
移
封

が
倉
吉
に
、
そ
の
終
え
ん
地
が
関
金
山
守
で

あ
る
こ
と
も
結
び
つ
き
の
糸
を
強
い
も
の
に

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
大
地
が
蒜
山
を
源
流
に
森

林
か
ら
流
れ
出
る
水
で
田
ん
ぼ
を
潤
わ
せ
、

山や
ま
な
み脈

に
よ
っ
て
風
の
被
害
か
ら
家
や
農
地
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
念
を
捧

げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
地
に
根
を
張
っ
て

産
業
を
支
え
、
ま
た
近
ご
ろ
、
す
す
ん
で
こ

の
地
を
選
び
、
生
き
よ
う
と
す
る
人
々
に
希

望
の
一
片
で
も
作
り
出
し
て
い
か
ね
ば
と
意

識
し
て
い
ま
す
。
55
周
年
は
通
過
点
で
す
。

本
市
は
今
で
も
昼
間
人
口
が
多
く
、
働
く
場
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
楽
し
む
場
を
広
げ

て
い
き
、
子
育
て
や
長
寿
の
暮
ら
し
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
、
活
気
溢
れ
る
市
と
し
て
い

く
た
め
、
周
辺
町
と
の
連
携
と
分
担
を
求
め
、

定
住
自
立
圏
の
心
棒
の
役
割
り
を
担
っ
て
い

く
こ
と
を
呼
び
か
け
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



（3）平成 20.10

“元気！再発進くらよし”

倉吉市制施行５５周年

記念式典
　倉吉市は、昭和２８年１０月の市制施行から、今年で５５周年を迎えます。これをお祝いするため、次

のとおり記念式典と記念イベントを開催します。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

倉吉市制55 周年記念イベント
ＮＨＫ公開セミナー

　作家・司馬遼太郎が昭和４６年から２５年間にわたっ
て全国各地をめぐり、週刊誌に連載した「街道をゆく」
をもとに、セミナーを開催します。　※要申込

【一部】映像で綴る「因幡・伯耆の道」～因幡から東伯耆へ～

【二部】講演：「街道をゆく」からみえる日本の文化と精神
～司馬遼太郎があるいた因幡・伯耆の道～

「司馬遼太郎がみた『街道』と文化」
午後２時３０分～

と　き：１０月１１日（土）午後１時～（正午開場）
ところ：倉吉未来中心 大ホール

※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

◆式　典
◆功労・善行表彰　　※手話通訳あります。
◆「市の鳥」発表
◆倉吉市イメージソング
　「倉吉城下町」披露　唄：麻土香
◆「くらよし元気体操」披露

午後１時～

倉吉市制施行５５周年記念式典

講　師： 松本 健一さん（評論家、作家、
麗澤大学教授、司馬遼太郎記念
財団評議員）

略歴：昭和２１年群馬県生まれ。東京大学経済
学部卒業。法政大学大学院で近代日本文学を専
攻。在学中の評伝「若き北一輝」で注目される。『白
旗伝説』（講談社）、『三島由紀夫の二・二六事件』

（文芸春秋）、『泥の文明』（新潮社）、など著書多数。

同時開催

 倉吉市政に関する展示・ＰＲコーナー
時　間：午前９時～午後４時３０分
ところ：倉吉未来中心アトリウム

入場無料
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○
＝
倉
吉
市

　
　
　
　
　
　

□
＝
旧
関
金
町

☆
倉
吉
市
・
関
金
町
政
施
行

○ 

倉
吉
高
等
学
校
を
倉
吉
東
と
倉

吉
西
高
に
わ
け
る

○
市
章
・
市
歌
を
制
定

□
関
金
簡
易
水
道
工
事
完
成

○
市
営
火
葬
場
新
設

○
国
鉄
美
伯
線（
倉
吉
〜
津
山
）開
通

○
市
庁
舎
完
成

○
小
学
校
全
校
に
完
全
給
食

○
軽
自
動
車
税
う
ま
れ
る

○
商
店
に
週
休
制
実
施

□
関
金
小
学
校
誕
生

☆
伊
勢
湾
台
風
被
害

○
上
小
鴨
・
北
谷
保
育
園
完
成

○
灘
手
簡
易
水
道
完
成

○
国
府
橋
完
成

□
町
章
制
定

○
小
鴨
保
育
園
完
成

○
倉
吉
福
祉
会
館
完
成

○
名
誉
市
民
制
度
き
ま
る

□
町
民
憲
章
制
定

○ 

西
郷
小
学
校
が
全
日
本
健
康
優

良
学
校
特
選
校
に
選
ば
れ
る

□
温
泉
掘
さ
く
進
め
る

○
高
城
保
育
園
完
成

○ 

第
１
回
み
つ
ぼ
し
踊
り
市
民
大

会
開
催

○
市
花「
ツ
ツ
ジ
」・
市
民
憲
章
制
定

□
中
央
公
民
館
完
成

○
竹
田
橋
拡
張
工
事
完
成

○ 

文
化
財
保
護
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
る

□ 

関
金
田
植
え
唄
踊
り
大
阪
万
国

博
覧
会
で
披
露

○
小
鴨
小
学
校
健
康
良
好
校
日
本
一

○
倉
吉
博
物
館
完
成（
Ｓ
49
年
開
館
）

□
ま
ち
の
花「
つ
つ
じ
」制
定

○
市
の
木「
ツ
バ
キ
」制
定

☆
さ
よ
な
ら
Ｓ
Ｌ
走
る

○
倉
吉
市
土
地
開
発
公
社
設
立

○
玉
川
に
コ
イ
を
放
流

○
市
営
野
球
場
整
備

○
伯
耆
国
庁
跡
を
確
認

□
関
金
運
動
公
園
開
園

○
倉
吉
市
公
共
下
水
道
工
事
開
始

○
第
１
回
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
開
催

○
初
の
名
誉
市
民
４
人
誕
生

○ 

養
護
学
校
が
長
坂
新
町
に
移
転

○
倉
吉
北
高
校
選
抜
ベ
ス
ト
８

□
関
金
町
新
庁
舎
完
成

○
国
体
準
備
委
員
会
を
結
成

▼牛玉（ごおう）授け（撮影年月不明）

▼東京オリンピックの聖火が市内を通過（Ｓ39．9）

▲伝習農場前桜並木と馬車（Ｓ35．4）▲市制10周年記念事業はテレビの人気番組収録 ▲ 旧明倫小学校でラジオ体操（Ｓ32．8 全国放送）

▼因伯相撲（Ｓ37．8） ▼北谷保育園完成（Ｓ35．5）

▼テレビのある家が２年で３倍に！▼県知事を迎えての完成式（Ｓ38．7） ▼駅前十字路に初の交通信号機（Ｓ38．11）

▲関金御幸行列（Ｓ30．10） ▲子ども遊園地が次々とつくられ連日満員（Ｓ30ごろ）▲ 新市庁舎の完成（Ｓ31.12）

写
真
で
見
る
55
年
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○
＝
倉
吉
市

　
　
　
　
　
　

□
＝
旧
関
金
町

☆
倉
吉
市
・
関
金
町
政
施
行

○ 

倉
吉
高
等
学
校
を
倉
吉
東
と
倉

吉
西
高
に
わ
け
る

○
市
章
・
市
歌
を
制
定

□
関
金
簡
易
水
道
工
事
完
成

○
市
営
火
葬
場
新
設

○
国
鉄
美
伯
線（
倉
吉
〜
津
山
）開
通

○
市
庁
舎
完
成

○
小
学
校
全
校
に
完
全
給
食

○
軽
自
動
車
税
う
ま
れ
る

○
商
店
に
週
休
制
実
施

□
関
金
小
学
校
誕
生

☆
伊
勢
湾
台
風
被
害

○
上
小
鴨
・
北
谷
保
育
園
完
成

○
灘
手
簡
易
水
道
完
成

○
国
府
橋
完
成

□
町
章
制
定

○
小
鴨
保
育
園
完
成

○
倉
吉
福
祉
会
館
完
成

○
名
誉
市
民
制
度
き
ま
る

□
町
民
憲
章
制
定

○ 

西
郷
小
学
校
が
全
日
本
健
康
優

良
学
校
特
選
校
に
選
ば
れ
る

□
温
泉
掘
さ
く
進
め
る

○
高
城
保
育
園
完
成

○ 

第
１
回
み
つ
ぼ
し
踊
り
市
民
大

会
開
催

○
市
花「
ツ
ツ
ジ
」・
市
民
憲
章
制
定

□
中
央
公
民
館
完
成

○
竹
田
橋
拡
張
工
事
完
成

○ 

文
化
財
保
護
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
る

□ 

関
金
田
植
え
唄
踊
り
大
阪
万
国

博
覧
会
で
披
露

○
小
鴨
小
学
校
健
康
良
好
校
日
本
一

○
倉
吉
博
物
館
完
成（
Ｓ
49
年
開
館
）

□
ま
ち
の
花「
つ
つ
じ
」制
定

○
市
の
木「
ツ
バ
キ
」制
定

☆
さ
よ
な
ら
Ｓ
Ｌ
走
る

○
倉
吉
市
土
地
開
発
公
社
設
立

○
玉
川
に
コ
イ
を
放
流

○
市
営
野
球
場
整
備

○
伯
耆
国
庁
跡
を
確
認

□
関
金
運
動
公
園
開
園

○
倉
吉
市
公
共
下
水
道
工
事
開
始

○
第
１
回
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
開
催

○
初
の
名
誉
市
民
４
人
誕
生

○ 

養
護
学
校
が
長
坂
新
町
に
移
転

○
倉
吉
北
高
校
選
抜
ベ
ス
ト
８

□
関
金
町
新
庁
舎
完
成

○
国
体
準
備
委
員
会
を
結
成

▼市民相談車が市内を巡回（Ｓ47．8） ▼年の瀬を迎えにぎわう瀬崎町（Ｓ47．12）▼関金小学校で避難訓練（Ｓ47．11）

▼70年間倉吉線を走ったＳＬ（Ｓ40年代）

▲倉吉駅庁舎改築　駅名も改称（Ｓ47）

▲プロ野球オープン戦 南海ＶＳ阪神（Ｓ52．10） ▲横綱に昇進した琴桜関が郷土を訪問（Ｓ48．２）▲ 関金田植え唄踊りを万博会場で披露（Ｓ45.５）

▲土曜夜市の歩行者天国（Ｓ50．8） ▲ 関金町内駅伝大会、堀中継点（Ｓ44．９）

▼プリンスメロンの出荷作業（Ｓ47．７） ▼関金町内スイカの出荷風景（Ｓ48．７）

▼青少年旅行村完成（Ｓ48．6関金宿）
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    ○
＝
倉
吉
市　

□
＝
旧
関
金
町

□
関
金
町
公
共
下
水
道
工
事
開
始

○
新
小
鴨
橋
完
成

○
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

□
矢
櫃
保
健
指
導
所
完
成

□
関
金
町
歌
制
定

○
倉
吉
武
道
館
完
成

□
関
金
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成

☆
倉
吉
線
代
替
バ
ス
出
発
式

☆ 

第
40
回
国
民
体
育
大
会
で
倉
吉

市
５
競
技
、
関
金
町
１
競
技
実
施

○ 

南
部
忠
平
杯
第
１
回
く
ら
よ
し

女
子
駅
伝
開
催

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足

□
町
の
木「
椎
の
樹
」制
定

□
関
金
橋
が
赤
い
擬
宝
珠
橋
に
一
新

○ 

打
吹
公
園
が
日
本
都
市
公
園
・

桜
の
名
所
百
選
に
選
ば
れ
る

○ 

倉
吉
総
合
卸
売
市
場
が
清
谷
に

完
成

□
滝
川
親
水
公
園
完
成

□
観
光
歓
迎
塔「
関
金
温
泉
」完
成

○ 

旧
倉
吉
警
察
署
跡
に
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
が
移
転

○ 

明
倫
地
区
を
モ
デ
ル
に
資
源
ご

み
の
分
別
収
集
を
開
始

○ 

倉
吉
農
業
博
覧
会「
フ
ル
ー
ツ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
倉
吉
93
」開
幕

○
河
北
小
学
校
新
校
舎
完
成

□ 

せ
き
が
ね
湯
命
館
・
都
市
交
流

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

○
出
口
橋
・
和
田
橋
が
開
通

○
倉
吉
市
大
阪
事
務
所
を
開
設

☆
国
道
３
１
３
号
犬
挟
峠
道
路
開
通

□
総
合
運
動
公
園
完
成

○ 

打
吹
玉
川
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
郡
保
存
地
区
に
選
定

□ 

第
１
回
せ
き
が
ね
か
ご
か
き
レ
ー

ス
開
催

○
市
民
参
加
で
第
９
次
総
合
計
画
策
定

○
倉
吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
オ
ー
プ
ン

□
簡
易
宿
泊
施
設「
湯
楽
里
」オ
ー
プ
ン

○ 

定
例
市
議
会
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
中
継
放
送
開
始

○
倉
吉
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

○
戸
籍
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

○ 

二
十
世
紀
梨
導
入
１
０
０
年
を

祝
し
松
戸
市
と
交
流
都
市
宣
言

☆
倉
吉
市
・
関
金
町
合
同
成
人
式

☆
倉
吉
市
・
関
金
町
合
併

☆ 

徳
島
県
吉
野
川
市
と「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
締
結
」

☆ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
が
倉
吉
市

全
域
を
カ
バ
ー

☆ 

若
者
子
育
て
買
い
物
応
援
事
業

開
始

☆ 

倉
吉
市
庁
舎
が
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録

☆ 

倉
吉
市
制
施
行
55
周
年

▲成徳小学校に打吹天女壁画が完成（Ｈ5．12）

▲倉吉線代替バス出発式（Ｓ60．4） ▲新設のプールではしゃぐ児童（Ｓ58．9 社小学校）

▼関金湯命館オープン（Ｈ7．4） ▼関金橋が赤い擬宝珠橋に一新（Ｈ元．4）

▲第40回国民体育大会（Ｓ60．10）

▲関金町民カラオケ大会（Ｓ58．10）▲フルーツコレクション倉吉93（Ｈ5．8）

▼玉川にコイの稚魚を放流（Ｓ60．7）▼新町通りがカラー舗装に（Ｈ元．4） ▼第１回子供歌舞伎（Ｓ63．9）▼特急スーパーはくと号運行開始（Ｈ6．12）

▼関金小学校１年生、給食センター見学（Ｓ58．1）
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ー
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▲「北条倉吉道路」開通（Ｈ19．3） ▲ 西倉吉消防署竣工式（Ｈ17．3） ▲大店会事務所が国の登録有形文化財に（Ｈ8．12）

▼浅井地区で新嘗祭の田植え式（Ｈ9．5）▼鴨川中学校体育館竣工式（Ｈ19．1） ▼スポレク鳥取2006開催（Ｈ18．10）

▲倉吉市合併記念式典（Ｈ17．5） ▲第17回国民文化祭・とっとり2002(Ｈ14．11)▲子育て総合支援センター「おひさま」開所式(Ｈ19．5)

▼円谷広瀬線が開通（Ｈ8．10） ▼道の駅「犬挟」でマスのつかみどり（Ｈ10．8）▼市営温水プールオープン(Ｈ13．7)▼第1回山陰KAMIあかり（Ｈ18．11）


